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所
の
設
置
を
計
画
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の

方
に
は
法
的
な
も
の
等
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
直
売
所
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
観
光
客
が
利
用
で
き
る
よ

う
案
内
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

●名の議員が登壇９名の議員が登壇

市
内
小
中
学
校
施
設
の
現
状
と
今

後
の
改
善
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
次
長　

平
成
二
十
一
年
度
繰

越
事
業
と
し
て
岩
瀬
東
中
耐
震
補

強
及
び
大
規
模
改
修
、
岩
瀬
西
・
東
中
の

太
陽
光
発
電
設
備
工
事
の
実
施
、
耐
震
診

断
調
査
の
中
で
Ｉ

※

Ｓ
値
〇
・
三
以
下
の
施

設
に
つ
い
て
、
本
年
度
は
椎
尾
、
谷
貝
、

樺
穂
、
雨
引
、
大
国
、
各
小
学
校
の
体

育
館
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委

員
会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
、
小
中
の
連

携
強
化
や
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
勉
強

会
等
を
開
催
し
、
将
来
の
桜
川
市
の
適
正

規
模
、
適
正
配
置
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
産
物
直
売
所
の
設
置
に
つ
い
て

農
産
物
直
売
所
の
、
よ
り
一
層
の

認
識
と
推
進
を
図
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

経
済
部
長　

農
業
活
性
化
と
生
産

意
欲
の
向
上
に
役
立
ち
、
そ
の

効
果
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
直
売

三
月
の
私
の
一
般
質
問
で
、
市
長

か
ら
﹁
女
性
構
成
割
合
を
三
〇

パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
﹂
と
答
弁
を
い
た
だ

い
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　

ま
た
、
市
民
み
ん
な
の
も
の
に
な
る
た

め
の
啓
発
な
ど
、
条
例
化
に
向
け
た
推
進

が
必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長　

市
民
と
職
員
の
意
識
向
上

を
進
め
、
条
例
化
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
事
業
を
進
め
ま
す
。
女
性
登
用
率

は
一
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

ま
と
め

　

条
例
化
に
は
、
桜
川
市
な
ら
で
は
の
視

点
で
推
進
を
考
え
る
べ
き
。

少
子
化
対
策
は

桜
川
市
の
平
成
二
十
一
年
の
赤

ち
ゃ
ん
出
生
数
は
三
〇
一
名
、
今

年
は
九
月
ま
で
で
出
生
数
は
一
五
〇
名
程

度
で
、
三
月
末
で
も
三
〇
〇
名
ぎ
り
ぎ
り

だ
と
思
う
。
桜
川
市
の
少
子
化
は
深
刻
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
も
、
任
意

小
児
Ｖ
Ｐ
Ｄ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
補
助
を
ぜ

ひ
お
願
い
し
た
い
。
特
に
、
感
染
症
ワ
ク

県
の
構
想
で
は
﹁
県
西
総
合
病
院

と
筑
西
市
民
病
院
を
統
合
し
、
新

し
い
中
核
病
院
を
建
設
す
る
﹂
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

全
国
各
地
の
状
況
を
見
る
と
、
中
核
病

院
に
人
が
集
ま
り
、
サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
︵
診

療
所
︶
は
寂
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
設
置
場
所
を
め
ぐ
っ
て
、
両
市
で
綱
引

き
を
し
て
い
る
が
、
新
中
核
病
院
は
イ
ン

市
の
公
共
交
通
の
現
状
と
市
内
循

環
バ
ス
の
運
行
計
画
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。市

長
公
室
長　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
水
戸

線
、
路
線
バ
ス
及
び
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
運
行
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
路
線
バ
ス
は
不
採
算
を
理
由
に
次
々

と
廃
止
に
な
り
、
現
在
運
行
し
て
い
る
唯

一
の
路
線
バ
ス
も
平
成
二
十
三
年
三
月
で

廃
止
の
予
定
で
す
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
相
次
ぐ
路
線
バ
ス
の
廃
止
や
交
通
弱

者
の
移
動
手
段
、
交
通
空
白
地
帯
の
解
消

と
地
域
商
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
平

成
二
十
年
四
月
よ
り
運
行
を
開
始
し
、
利

用
者
も
徐
々
に
増
加
し
定
着
し
て
き
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
運
行
形
態
や
経
費
の
調
査

研
究
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

循
環
バ
ス
を
市
直
営
で
行
っ
た
場

合
と
、
民
間
の
バ
ス
会
社
が
運
行

し
た
場
合
の
一
年
間
の
予
算
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

チ
ン
︵
ヒ
ブ
と
肺
炎
球
菌
︶
は
セ
ッ
ト
で

接
種
で
き
、
費
用
は
七
万
円
前
後
と
高
額

に
な
る
の
で
、
桜
川
市
の
赤
ち
ゃ
ん
を
守

る
た
め
に
も
重
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

保
健
福
祉
部
長　

ワ
ク
チ
ン
︵
ヒ

ブ
と
肺
炎
球
菌
︶
は
、
地
元
医
師

会
か
ら
も
要
望
が
あ
り
、
財
源
確
保
に
苦

慮
し
な
が
ら
も
年
次
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。
子
宮
頸
が
ん
は
唯
一
予
防
で
き
る

が
ん
で
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
全
額
公

費
負
担
で
実
施
で
き
ま
す
。

農
業
委
員
の
議
会
推
薦
枠
の

選
考
基
準
は

今
回
、
議
会
推
薦
三
名
の
う
ち
一

名
を
女
性
に
お
願
い
で
き
、
大
変

う
れ
し
い
。
た
だ
、
今
後
き
ち
ん
と
基
準

を
設
け
て
該
当
す
る
人
材
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
登
録
し
、
公
平
公
正
に
選
考
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
長　

今
後
は
、
要
望
に
沿
う
よ

う
前
も
っ
て
情
報
を
公
表
し
た
中

で
、
議
会
に
相
談
し
な
が
ら
男
女
が
等
し

く
頑
張
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
い
桜
川
市
に
つ
く
る

の
が
望
ま
し
い
。
建
設
計
画
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。市

長　

﹁
筑
西
・
桜
川
地
域
の
医

療
提
供
検
討
委
員
会
︵
仮
称
︶﹂
で

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
中

核
病
院
の
建
設
場
所
は
、
両
市
の
合
意
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

区
長
の
選
挙
活
動
に
つ
い
て

選
挙
活
動
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る

区
長
が
い
る
。
個
人
の
資
格
で
動

く
の
は
自
由
だ
が
、
町
内
会
推
薦
を
す
る

の
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
投
票

立
会
人
を
務
め
る
区
長
の
影
響
力
は
大
き

い
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

区
民
に
対
す
る
影
響

力
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
区
長

は
非
常
勤
の
特
別
職
の
公
務
員
で
す
。
市

民
か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
慎
重
な

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　

・
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
み
か
げ
の
経
営
状
況
と

今
後
の
方
針

・
当
落
が
逆
転
す
る
開
票
速
報
は
改
善
を

市
長
公
室
長　

民
間
バ
ス
が
岩
瀬

駅
か
ら
真
壁
駅
経
由
で
筑
波
山
口

ま
で
運
行
し
た
場
合
は
約
八
六
〇
万
円
、

市
が
保
有
す
る
バ
ス
を
運
行
し
た
場
合
は

約
七
二
〇
万
円
の
試
算
が
出
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
定
例
会
の
大
綱
質
疑

で
、
市
長
は
﹁
平
成
二
十
年
度
に

は
市
内
を
巡
回
す
る
交
通
体
系
を
構
築
し

て
い
く
﹂
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

市
長　

交
通
機
関
の
必
要
性
は
十

分
に
感
じ
て
い
ま
す
が
、
生
活
環

境
の
変
化
に
よ
り
民
間
バ
ス
の
利
用
者
が

減
少
し
て
お
り
、
以
前
に
急
行
バ
ス
を
走

ら
せ
る
実
験
を
し
て
み
ま
し
た
が
、
利
用

者
が
増
え
ず
、
廃
止
の
や
む
な
き
に
至
っ

た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者

対
策
の
一
環
と
し
て

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
実
現
に
向

け
て
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

飯島重男 議員 市村　香 議員

菊池伸浩 議員 大塚秀喜 議員

市
内
小
中
学
校
施
設

の
改
善
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
社
会

推
進
に
向
け
て

県
の
構
想
は
新
中
核

病
院
の
建
設
、

一
方
は
診
療
所
に

桜
川
市
の
公
共
交
通

に
つ
い
て

子どもたちに教育施設の充実を子どもたちに教育施設の充実を

※
Ｉ
Ｓ
値
︵
構
造
耐
震
指
数
︶⋯
耐
震
診
断
に

よ
り
建
物
の
耐
震
性
を
示
す
指
数
で
す
。
Ｉ

Ｓ
値
〇
・
六
以
上
は
耐
震
性
能
を
満
た
し
大

規
模
地
震
に
対
し
て
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
の
危

険
性
が
低
い
と
さ
れ
、
Ｉ
Ｓ
値
〇
・
三
未
満

は
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
の
危
険
性
が
高
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。


